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２．技術報文 

分級と改良を用いたゴミ混じり津波堆積土砂の再資源化に関する試験施工 

 

高橋 弘氏   東北大学大学院環境科学研究科  （グループ代表） 

泉 信也氏   東亜建設工業株式会社 

柴田 聡氏   株式会社 森環境技術研究所 

 

概要 

 2011 年 3 月の東日本大震災では、大量の津波堆積物が発生し、比較的ガレキ・ゴミの少ない津波

堆積物は防潮堤建設への使用が決まるなど処分が進みつつあるが、大量のガレキ・ゴミが混ざった津

波堆積物は直接利用が困難であり、処理が遅れている。そこで、受賞者らは、浚渫土砂の分級技術

（ソイルセパレータマルチ工法）と軟弱汚泥の改良技術（ボンテラン工法）を融合することにより、ゴミ混

じり津波堆積物からゴミを除去し、土砂を全量再資源化することが可能であることを、試験施工で実証

した。 

 分級された砂は復興資材として利用可能であり、改良された粘土は緑化基盤材として利用できるこ

とを実証するため、名取市が被災地の地盤を嵩上げする際のイメージとして造成した盛土の、一面を

緑化する際の基材の一部として全量使用した。その結果、本工法では砂のみならず粘土も緑化基盤

材として売却可能であり、トロンメル分級と比較しても経済的な工法であることが示された。 

 

発表誌： 平成 25 年度建設施工と建設機械シンポジウム論文集、Vol.1, pp.9-14,2013 

 
 

 

図１．分級工程（ソイルセパレータマルチ工法）の概略 
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